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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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   Ｃ０８Ｌ   15/00     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    3/36     　　　　
   Ｂ６０Ｃ    1/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成29年6月29日(2017.6.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シラノール基で鎖の中央において官能化され、そのケイ素原子が２つの鎖を結合する単
位を主に含む変性ジエンエラストマーであって、変性ジエンエラストマーの鎖末端が鎖末
端のモル数に対して少なくとも７０ｍｏｌ％までアミン官能基で官能化されている変性ジ
エンエラストマー。
【請求項２】
　Ｓｉ官能基の全含有量Ｔが０．３６～０．６０であり（ここで、Ｔは、Ｎs／Ｎp比であ
り、式中、Ｎsは、1Ｈ核磁気共鳴ＮＭＲで決定され、ｍｍｏｌ／ｋｇで表される、カップ
リングされたポリマーに結合しているケイ素のモル数を表し、Ｎpは、ポリマー１キログ
ラム当たりのカップリングされる前のポリマーのミリモル数を表す）、
　鎖の中央におけるシラノール（ＳｉＯＨ）官能基の含有量Ｔ１が８０～１００％であり
（ここで、Ｔ１は、1Ｈ－29Ｓｉ　２Ｄ核磁気共鳴ＮＭＲで決定された、ＳｉＯＨ官能基
のモル数対ケイ素（Ｓｉ）のモル数に相当する比である）、及び
　カップリングされたポリマー鎖の数平均分子量の分布が単峰性であることを特徴とする
、請求項１に記載の変性ジエンエラストマー。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の変性ジエンエラストマーの調製方法であって、
－（１）アミン官能基を有する重合開始剤の存在下において、少なくとも１種の共役ジエ
ンモノマーをアニオン重合する段階と、
－（２）加水分解後に、シラノール基で鎖の中央において官能化され、そのケイ素原子が
２つの鎖を結合する単位を主に含む変性ジエンエラストマーを得るために、前段階で得ら
れた活性部位を有するリビングジエンエラストマーを、エラストマー鎖をカップリングす
ることができる官能化剤によって変性させる段階であって、官能化剤と重合開始剤の金属
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のモル比が０．３５～０．６５の値である段階と
を含むことを特徴とする、調製方法。
【請求項４】
　第１の段階が、少なくとも２個の原子上に少なくとも１つの非結合電子対を有するキレ
ート化極性剤の存在下で行われることを特徴とする、請求項３に記載の調製方法。
【請求項５】
　ポリマー鎖用の官能化剤が、式ＲＳｉＸ3（式中、Ｒは１～２０個の炭素原子を有する
第一級もしくは第二級のアルキル、シクロアルキル、またはアリール基を表し、Ｘはハロ
ゲン原子、好ましくは塩素または臭素を表す）に相当することを特徴とする、請求項３又
は４に記載の方法。
【請求項６】
　少なくとも１種の補強充填剤と請求項１又は２に記載の少なくとも１種の変性ジエンエ
ラストマーを含むエラストマーマトリックスとをベースにする強化ゴム組成物。
【請求項７】
　請求項６に記載の架橋可能なゴム組成物または架橋されたゴム組成物を含むことを特徴
とするタイヤ用のゴムで作製された半完成品。
【請求項８】
　請求項７に記載の半完成品を含むことを特徴とするタイヤ。
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